
1947（昭和22）年に創立された神奈川県三浦郡葉山町の「葉山町立葉山中学校」は、“かしこく・やさしく・たくましく”を校訓に掲げる歴史と伝統ある学校。このたび、普通教室棟・管理棟・体育館のトイレを全面改修した。

水まわりの特長
改修の経緯
1947（昭和22）年、神奈川県三浦郡葉山町に創立した「葉山町立葉山中学校」は、“かしこく・やさしく・たくましく”を校訓に掲げる、歴史と伝統ある公立中学校。このたび、トイレに対する汚い・臭い・暗い・怖い・壊れている・窮屈というネガティブイメージを、きれい・明るい・いきやすい・使いやすいというポジティブイメージに変えることで、教育の場としての環境向上を目的に改修を実施。湿式清掃から乾式清掃に変更し、便器を全洋式化。床・壁・天井の内装材とトイレブースをすべて一新した。また、生徒用トイレの入口は非接触で出入りできるようドアレスとし、さらに、水栓や小便器も非接触の器具を選定。そのほか、換気や照明などの設備もすべて改修することで、快適で衛生的なトイレ環境を目指した。

トイレの特長
改修前は和式便器が多く設置されていたが、改修後はすべての便器を洋式便器に変更。また、ゆったりと使えるように器具数を減らして大便器ブース内の空間を拡張。さらに衛生配慮として、小便器は床の清掃がしやすい壁掛型の自動洗浄小便器を、ソーシャルディスタンスに配慮し配置。自動水栓が採用された洗面コーナーも洗面器間のピッチを900mmとしているため、ゆったりと使用できる。また1F保健室前にあった職員用トイレを、ALL GENDER RESTROOMに改修。利用者問わずに使える個室と、さまざまな身体状況の方が利用できる「だれでもトイレ」の2種類が新設された。トイレ内装は木目を基調とし、照明を多く配置した温かみのある空間で、学校を訪れるすべての人が、安心して使えるトイレが実現している。

建築概要
名称 葉山町立葉山中学校
所在地 神奈川県三浦郡葉山町堀内2247-2
施主 葉山町
設計 有限会社 清田育男計画設計工房
施工 同郷建設株式会社
竣工年月 （改修）2023年2月
敷地面積 65,687.98㎡
延床面積 6,776.47㎡（校舎）、1,281.23 ㎡（体育館）
構造・階数 鉄筋コンクリート造、地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498BMC
ウォシュレットPS（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5554AUPR 
ウォームレットS：TCF116／棚付二連紙巻器：YH701 
自動洗浄小便器：UFS900JCS／洗面器：L710C 
壁掛洗面器：L270CM／台付自動水栓：TENA41A 
コンパクトオストメイトパック：UAS81LNB1NW
収納式多目的シート：EWC520ARS／ベビーシート：YKA25S
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
LED照明付鏡：EL80013／全身鏡：YMK50K
化粧鏡：YM4575F、YM3580FC

職員用トイレにも、入口そばに荷物棚を設置。さらに女性トイレには小物入れも完備。男女とも、すべての大便器ブースに洋式便器とウォシュレットを設置し、内1ヶ所には手すりを設けている。大便器は、連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式に暖房便座を設置。操作性に配慮された洗浄ボタンは、押すたびに発電し電源工事や乾電池の交換が不要なエコリモコンを採用している。女子トイレも男子トイレ同様に、木目調を取り入れたやわらかな雰囲気の居心地のよい空間。女子トイレには全身鏡とは別に身だしなみコーナーを設け、コミュニケーションの場としても活用している。

トイレ入口は、非接触で出入りできるようドアレス仕様。廊下からの視線を遮りながら、人の気配を感じられるように袖壁には光の透過性を持つポリカーボネート板を採用。入口にはタブレットや荷物を置ける棚を設置。

改修前は、トイレ内が見えてしまうレイアウト。タイル貼りで、湿式清掃のトイレは冷たい印象があった。また和式便器がメインであったが、今回の改修により、乾式清掃化と全洋式便器への変更を実施している。ALL GENDER RESTROOMは2ヶ所。その内1ヶ所は、車いす使用者に対応できる広さを備えた「だれでもトイレ」としオストメイトや乳幼児連れ、大型ベット使用者への設備も完備している。2ヶ所にあった職員用トイレの内、保健室側のトイレをALL GENDER RESTROOMに改修。廊下を曲がった先にある保健室への動線上にあるため、さりげなく入室が可能。便座にはウォシュレットを設置している。

壁床などに木目調を採用した、家庭環境を思わせる居心地のよい空間。荷物配慮として設置されたベンチは、生徒のコミュニケーションの場としても活用。水栓と小便器は非接触で使用可能な自動タイプを採用している。
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男子トイレ 
洗面・小便器コーナー

壁床などに木目調を採用した、家庭環
境を思わせる居心地のよい空間。荷
物配慮として設置されたベンチは、生
徒のコミュニケーションの場としても活
用。水栓と小便器は非接触で使用可
能な自動タイプを採用している。

ALL GENDER
RESTROOM

2ヶ所にあった職員用トイレの内、保
健室側のトイレをALL GENDER 
RESTROOMに改修。廊下を曲がっ
た先にある保健室への動線上にある
ため、さりげなく入室が可能。便座には
ウォシュレットを設置している。

だれでもトイレ ALL GENDER RESTROOMは2ヶ
所。その内1ヶ所は、車いす使用者に
対応できる広さを備えた「だれでもトイ
レ」としオストメイトや乳幼児連れ、大
型ベット使用者への設備も完備してい
る。

改修前 改修前は、トイレ内が見えてしまうレイ
アウト。タイル貼りで、湿式清掃のトイレ
は冷たい印象があった。また和式便
器がメインであったが、今回の改修に
より、乾式清掃化と全洋式便器への
変更を実施している。

男子トイレ 全体 トイレ入口は、非接触で出入りできるよ
うドアレス仕様。廊下からの視線を遮
りながら、人の気配を感じられるように
袖壁には光の透過性を持つポリカー
ボネート板を採用。入口にはタブレット
や荷物を置ける棚を設置。

女子トイレ 全体 女子トイレも男子トイレ同様に、木目調
を取り入れたやわらかな雰囲気の居
心地のよい空間。女子トイレには全身
鏡とは別に身だしなみコーナーを設
け、コミュニケーションの場としても活用
している。

女子トイレ 
大便器コーナー

大便器は、連続洗浄可能なパブリック
コンパクト便器・フラッシュタンク式に暖
房便座を設置。操作性に配慮された
洗浄ボタンは、押すたびに発電し電源
工事や乾電池の交換が不要なエコリ
モコンを採用している。

職員用トイレ 職員用トイレにも、入口そばに荷物棚
を設置。さらに女性トイレには小物入
れも完備。男女とも、すべての大便器
ブースに洋式便器とウォシュレットを設
置し、内1ヶ所には手すりを設けてい
る。

建築概要
名称 葉山町立葉山中学校
所在地 神奈川県三浦郡葉山町堀内2247-2
施主 葉山町
設計 有限会社 清田育男計画設計工房
施工 同郷建設株式会社
竣工年月 （改修）2023年2月
敷地面積 65,687.98㎡
延床面積 6,776.47㎡（校舎）、1,281.23 ㎡（体育館）
構造・階数 鉄筋コンクリート造、地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498BMC
ウォシュレットPS（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5554AUPR 
ウォームレットS：TCF116／棚付二連紙巻器：YH701 
自動洗浄小便器：UFS900JCS／洗面器：L710C 
壁掛洗面器：L270CM／台付自動水栓：TENA41A 
コンパクトオストメイトパック：UAS81LNB1NW
収納式多目的シート：EWC520ARS／ベビーシート：YKA25S
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
LED照明付鏡：EL80013／全身鏡：YMK50K
化粧鏡：YM4575F、YM3580FC

トイレ図面

水まわりの特長
改修の経緯
1947（昭和22）年、神奈川県三浦郡葉山町に創立した「葉山町立葉山中学校」
は、“かしこく・やさしく・たくましく”を校訓に掲げる、歴史と伝統ある公立中学校。こ
のたび、トイレに対する汚い・臭い・暗い・怖い・壊れている・窮屈というネガティブイ
メージを、きれい・明るい・いきやすい・使いやすいというポジティブイメージに変える
ことで、教育の場としての環境向上を目的に改修を実施。湿式清掃から乾式清掃
に変更し、便器を全洋式化。床・壁・天井の内装材とトイレブースをすべて一新し
た。また、生徒用トイレの入口は非接触で出入りできるようドアレスとし、さらに、水栓
や小便器も非接触の器具を選定。そのほか、換気や照明などの設備もすべて改
修することで、快適で衛生的なトイレ環境を目指した。

トイレの特長
改修前は和式便器が多く設置されていたが、改修後はすべての便器を洋式便
器に変更。また、ゆったりと使えるように器具数を減らして大便器ブース内の空間
を拡張。さらに衛生配慮として、小便器は床の清掃がしやすい壁掛型の自動洗
浄小便器を、ソーシャルディスタンスに配慮し配置。自動水栓が採用された洗面
コーナーも洗面器間のピッチを900mmとしているため、ゆったりと使用できる。また
1F保健室前にあった職員用トイレを、ALL GENDER RESTROOMに改修。利
用者問わずに使える個室と、さまざまな身体状況の方が利用できる「だれでもトイ
レ」の2種類が新設された。トイレ内装は木目を基調とし、照明を多く配置した温か
みのある空間で、学校を訪れるすべての人が、安心して使えるトイレが実現してい
る。
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